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令和５年第１回錦江町議会定例会一般質問 

質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

池田行德 観光行政につい

て 

１．新しい観光名所造りに、どのように取り組んで

いるのか。 

２．観光客を長期間呼び寄せる為の方策として、花

瀬川のシンボルの１つである藤や、長い期間楽し

める品種のモミジの植栽などが考えられる。住民

からは大きな規模の藤棚を花瀬グラウンドに設

置、また、花瀬公園内の川の渕に噴水を設け、夜

間のライトアップをするなどのアイデアも聞かさ

れる。このような新しい観光の魅力向上の為の取

り組みはできないか。 

３．県が主体として整備した奥花瀬の駐車場だが、

その上にある茶園跡地については、今後どのよう

に開発されるのか。 

町 長 

温泉券について １．個人情報の観点から、温泉券への氏名や生年月

日の記載を削除する考えはないか。 

２．温泉券の枚数を近隣の町に合わせる考えはない

か。 

町 長 

久保勇太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風力発電事業に

関して 

１．田代大原地区で大手再生可能エネルギー事業者

による「六郎館岳風力発電事業」が計画されてい

る。昨年 12 月議会では、事業者による本町への

説明は 2022 年 6 月に行われたという答弁がなさ

れたが、事業者に直接ヒアリングをしたところに

よると、2021 年 10 月には本町に事業概要の説明

を行っているとの回答であった。実際はどのよう

なやり取りがあったのか事実関係の説明を求め

る。 

２．本年 1 月 19 日に事業会社の東京本社に久本議

員並びに当方が訪問し、翌週 1 月 24 日には事業

会社の担当者が来町し、議会議員有志に対して事

業概要の説明を頂いた。そうして初めて、議会と

して当事業の詳細を把握したところである。昨年

12月 16日並びに 1月 4日に開催された全員協議

会において、町として今後議会との協議の場や、

住民説明会を行うつもりはないとの答弁を頂いた

が、どのような意図なのか、説明を求める。 

３．事業総額は約 200 億円に上ると聞いており、そ

の規模は大隅縦貫道事業に匹敵するものといえ

る。このような巨大事業は地域において大きな影

響を及ぼすものであり、地域住民の皆様をはじめ

とした町民の皆様の合意なくしては進めてはなら

ないものである。担当職員も初めてのことでどの

町 長 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様に対応していいのか苦慮しており、事業者とし

ても役場とのコミュニケーションに戸惑っている

と聞いている。もちろん、地域住民の皆様は事業

の詳細を知る機会がなく、有志議員が独自に資料

を配り、説明に赴いて頂いている状況である。当

方は 2021 年 6 月議会から複数回にわたり本町は

再エネポテンシャルが高く、このような再エネ事

業に関する役場の対応能力を強化するように申し

入れをしてきたが、これまでどの様な対応をして

きたのか。また、今後このような風力発電事業な

どの再エネ事業に対しどの様に向き合う予定なの

か、説明を求める。 

廃校跡地利活用

に関して 

１．本町では旧神川中学校跡地や旧宿利原中学校跡

地の利活用が進んでいるが、耐震補強は閉校以前

に完了していたのか。それとも、利活用計画が立

ち上がってから耐震補強を実施したのか。 

２．廃校利活用に当たっての耐震補強等は文部科学

省の補助事業等が活用可能と考えられるが、補助

率は 50％のものが多く、残り 50％は自己資金等

により充当しなければならない。仮に現在活用さ

れていない廃校跡地の利活用計画が具体化した場

合、用途にもよるが、耐震補強の事業主体は町と

なるのか、それとも事業を計画している事業者が

事業主体となるのか。 

３．仮に、今後旧池田中学校や旧大原中学校跡地の

利活用計画が挙がってきた場合、どの様なプロセ

スを経て具体的な協議を行っていくのか示された

い。 

教 育 長 

医師会立病院の

再整備に関して 

 

 

１．肝属郡医師会立病院再整備の事業責任者並びに

財務責任者はどこになるのか。また、改めて整備

費用の総額並びに内訳、財源を示されたい。加え

て、医師会、南大隅町、錦江町の 3 者は本事業に

関しどのような契約を締結しているのか示された

い。 

２．当事業において、事業主体である医師会は整備

に当たり整備費用を負担しないとの決議がなぜな

されたのか。医師会では資金を調達できなかった

のか。公費を投入する以上、医師会の徹底した経

営改革が先立つべきであり、ファンド等を組成し

た上で事業再生を図りつつ、全額とは言わないが

半額程度は自力で資金を調達し、不足する財源に

関して自治体に要望するという流れが民間病院な

らば当たり前ではないか。そのような措置はなさ

町 長 
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れたのか。また、先の 2 月 20 日の臨時議会にお

いて土地開発基金を約 1億円取り崩す形で事業予

定地を町が取得する運びとなったが、今後整備に

要する公費はどこから支出されるのか。過疎債や

肝属郡医師会立病院再整備基金で不足する財源は

どこから捻出するのか、詳細を示されたい。 

３・肝属郡医師会立病院再整備基本計画によると、

「再整備に要する事業費は、原則、錦江町及び南

大 隅町において負担するものとし、事業主体で

ある公益社団法人肝属郡医師会の整備費用に対す

る補助金として交付する」とあるが、一法人に対

し両町で毎年 2 億円規模の補助金を 30 年に渡り

支出し続ける法的根拠は何か。また、これは毎年

度入札やプロポーザルを経て決定されるのか。そ

れとも医師会のためだけの補助金になるのか。こ

のような巨額補助は補助事業の公平性の観点から

問題ないといえるのか。また、事業収支計画によ

ると、大規模改修等の費用を盛り込んでいないに

も関わらず、年度によっては数千万円の赤字が出

ている。大規模修繕費用や赤字補填の財源はどこ

から捻出されるのか。医師会が単独で対応すると

いう理解でよろしいか。さらに、万が一、医師会

がこのような大規模修繕工事や赤字費用を賄え

ず、事業継続を断念した場合の事業承継や地位の

譲渡はどのようになるのか、詳細を示されたい。 

浪瀨亮祐 木質バイオマス

の熱利用につい

て 

１．田代支所木質バイオマスを設置するにあたり熱

利用として田代保健福祉センター内の入浴施設へ

お湯の配管工事を行ったがコロナもあり未だ利用

されていない。住民からも望む声があるがまずは、

湯張りをする日数、料金、利用者数等の検討、調

査をしていただきたい。また、災害避難時、災害

停電の場合は、お湯を速やかに利用できるように

できないか。 

２．トロピカルガーデンかみかわにおいては、ボイ

ラー燃料費の高騰が続いている。木質バイオマス

ボイラーを使用して燃料費削減、CO₂排出量削減

に繋がると考えるが、検討してみる考えはないか。 

町 長 
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 花瀬公園周辺整

備について 

１．花瀬公園遊歩道先にある扇落しの滝は景観が良

く、人の心をなごませる場所である。花瀬公園の

目玉の１つとなる場所であるので、周辺の整備、

遊歩道脇の整備はできないか。 

２．以前、公園整備をしたときに草スキー場が建設

されているが、出水するためか、現在では利用さ

れていない。せっかくの施設であるので、整備を

する考えはないか。 

３．今後、電気自動車が急速に増えてくるが、花瀬

公園に観光に来られた方や宿泊客の利便性を考

え、電気自動車用充電施設の設置はできないか。 

４．担当課においては、観光からイベントまで幅が

広く職員数も少ない中でこれから、花瀬公園、グ

ラウンド、オートキャンプ場、バンガロー、でん

しろうの森と、整備、管理も目の届かない所が出

てくる可能性がある。今後、民間活用の意味から

も早いうちに指定管理者制度にするように検討は

できないか。 

町 長 

川越裕子 小学校の統合に

ついて 

 本件については、「錦江町立小学校の在り方検討委

員会」を設置し、４回にわたり委員会が開催された

結果提言がなされた。 

１．統合に際し、５提案がなされているが、今後ど

のように検討をしていくのか。 

２．極小規模の学校もあることから、早期の統合が

望ましいと考えるが、統合の時期等について検討

していくのか。 

町 長 

水口孝俊 農業振興施策に

ついて 

１．本町の農業従事者の高齢化が進む中、次世代人

材投資（前期９名）（後期７名）どういう内容の投

資化か。 

２．新規就農者 150 万円について、売上げ所得につ

いては規定があるのか。 

⓵継続期間は、何年か。 

⓶農家で親が居る場合、作物生産は同一でよいの

か。 

⓷補助対応の期間中、終了後の耕作状況は調べて

いるのか。 

３．町単独（機械補助、生活支援 ３名×200 万円）

の内容を聞かせてもらいたい。 

町 長 
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落司道子 有機農業につい

て 

１．「みどりの食料システム戦略」の中で、持続的な

生産体系の構築に向け、2050 年までに、耕地面積

に占める有機農業の取組面積の割合を 25％に拡

大し、化学農薬の 50％低減などを目指すとしてい

る。そこで、本町における有機農業の現状はどう

なっているのか。今後のあり方、取組について、

どのように考えているか。 

２．2050 年までにモデル自治体 100 市町村、2030

年までに全国１割以上の約 200市町村でのオーガ

ニックヴィレッジの創出を目標としているが、本

町でも、取組む考えはあるのか。 

３．学校給食での有機農作物の利用について、どの

ように考えているのか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

男女共同参画に

ついて 

１．前回、特定事業主行動計画に関し、現状等につ

いての質問をした。業務の効率的な運用や応援相

談体制の充実など、職場環境の改善のために、ど

のように取組んでいくのか。 

町 長 

小吉昭弘 燃ゆる感動かご

しま国体につい

て 

本町では、10 月 15 日に自転車ロードレースが開

催されることになっている。昨年のインカレの自転

車ロードレースでは、あってはならない死亡事故が

起こり、安全に充分配慮され、実施すべきと思うが

どうなっているか。 

⓵昨年のインカレの自転車ロードレースの反省点 

⓶今後の問題点 

教 育 長 

 

若者支援策につ

いて 

 旧土木事務所跡地に若者向け住宅を作ると説明さ

れた。どういう内容か。今後のスケジュールは。 

町 長 

老人センター解

体後の利用計画

について 

 ５年度計画で老人センターが解体され、隣のシル

バー人材センターが移転し、大きな更地となる。 

今後の利用計画は。 

町 長 

久本 晃 事業継承・新規事

業について 

１．町内事業者の高齢化が進み、事業や店舗の数が

減っていくと予想されるがどのように捉え、対策

や援助を行っていくのか。 

２．雇用支援組織整備事業として委託料に大きな予

算を取っているが、どのように連携していくのか。 

「地域おこし協力隊を活用した支援プログラムを

構築し、人材の確保を目指す」とあるが、どのよ

うな取組みや展開を行うのか。 

３．雇用支援組織整備事業は主に移住者、UJI ター

ン者を対象に想定されていると思うが町在住の事

業者や新規起業者向けにはどのような取組みを行

うのか。 

 

町 長 
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施設管理につい

て 

１．現在、利用率の低い廃校や体育館等の運営管理

はどういう体制か。 

それらの利活用向上の為にどのような取組みを 

行っているか。 

２．本庁・支所の建物や周辺の維持管理はどういう

体制か。 

教 育 長 

 

 

 

町 長 

 


